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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

自 衛 隊 山 口 地 方 協 力 本 部 長

東 ひ が し

　
直 なお

史 ふみ

さ ん

1 9 7 4  年 ８ 月 、 旧 熊 毛 郡 生 ま れ の  5 0  歳 。
光 高 か ら 防 衛 大 に 進 学 し 、 9 7  年 卒 。 富 士
学 校 主 任 教 官 、 大 阪 府 の 第  3 7  普 通 科 連 隊
長 兼 ね て 信 太 山 駐 屯 地 司 令 、 補 給 統 制 本 部
総 務 部 人 事 課 長 な ど を 歴 任 し 、 現 職 へ 。 一
等 陸 佐 。 趣 味 は 歴 史 関 係 の 読 書 や 史 跡 巡 り 。
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８ 月 １ 日 付 で 、 自 衛 隊

山 口 地 方 協 力 本 部 長 に 着任 し た 。 旧 熊 毛 郡 大 和 町
（ 現 光 市 ） 出 身 で 、 高 校

を 卒 業 し て 以 来 、

3 2年 ぶ

り の 山 口 県 に 「 感 慨 深い 。 地 域 出 身 者 だ か ら こそ で き る こ と も あ る と 思う 。 国 の た め 、 故 郷 の ため に 力 を 尽 く し た い 」 と意 気 込 み を 語 る 。　
隊 員 の 募 集 や 再 就 職 支

援 、 活 動 Ｐ Ｒ を 主 な 業 務と す る 同 本 部 。 職 業 的 観点 か ら 見 る 自 衛 隊 に つ いて 、  「 国 と 人 々 の 安 全 な

暮 ら し 、 自 由 を 守 る 仕 事で 、 災 害 時 の 救 援 活 動 は 隊員 の マ ン パ ワ ー に 頼 る と ころ が 多 い が 、 前 線 で 活 動 する だ け で は な い 。 後 方 支 援と し て 研 究 や 開 発 に 携 わ った り 、 教 官 と し て 指 導 に 当た っ た り す る 部 署 も あ る 。食 事 を 提 供 す る 隊 員 も い れば 音 楽 隊 員 も お り 、 職 種 ・職 域 が 広 い こ と も 魅 力 の 一つ 」 と 話 す 。　
座 右 の 銘 は 、 高 杉 晋 作 の

辞 世 の 句 と さ れ る 「 お も しろ き こ と も な き 世 を お も しろ く 」  。

照 ら さ れ て

い 。 美 談 は な い か ？

　
建 設 的 な 話 題 は

な い か ？

　
笑 え る も の は な い か ？

　
人

情 の 機 微 に 触 れ る 記 事 は ？

　
辛 抱 強 く

生 き 抜 い た 市 井 の 人 の 記 録 は な い か ？　
今 日 一 日 の 活 力 に そ ん な 記 事 を 探 し

て 読 む 。 悲 惨 な 記 事 は 避 け る 。　 【 夕 方 歩 道 を 裸 足 で 歩 く 幼 児 を 中 学生 が 不 審 に 思 い 、 優 し く 声 を か け 交 番に 連 れ て 行 き 救 う 。 捜 索 願 が 出 て い た幼 児 だ っ た 】  。 親 御 さ ん の 安 堵 の 声 が聞 こ え る 。 ど ん な に か 心 配 さ れ た こ とだ ろ う 。 勇 気 を 出 し て 声 を か け た 中 学生 に 拍 手 。 な か な か 声 は か け づ ら い も

　
朝 、 新 聞 を 読 む 。 大 き く

広 げ て 太 目 の 活 字 の 題 目 を追 う 。 心 楽 し い 記 事 は 少 な

の だ 。

　

　
ス ー パ ー で 泣 き な が ら 「 マ マ 、 マ

マ 」 と 叫 び 走 り 回 っ て い る 子 を 見 るこ と が あ る 。 子 供 の 後 を 目 で 追 っ てい る と 、 ど こ か ら か マ マ が 出 て きて 、 子 供 の 手 を 握 る 。 ひ と 安 心 。　
携 帯 電 話 を 片 手 に Ａ Ｔ Ｍ を 操 作 し

て い た 高 齢 者 に 声 を か け 振 り 込 め 詐欺 を 未 然 に 防 い だ コ ン ビ ニ の 店 員 さん 。 高 齢 者 の 大 切 な 生 活 費 を 奪 わ れな く て 良 か っ た 。　 〝 私 た ち は 全 世 界 を 救 え な い 。 ただ 一 隅 を 照 ら す の み で あ る 〞  。 故 中村 哲 氏 の 言 葉 。　
身 近 で 一 隅 を 照 ら す 親 切 は 行 わ れ

て い る 。 そ ん な 記 事 に 照 ら さ れ 、 私の 身 体 が ポ ッ と 温 か く な り 活 力 が 湧く 。 今 日 は 良 い 日 だ 。

を 多 く の 人 に 知 っ て も らい 、 地 域 内 外 か ら の 関 心を 高 め る こ と で 、 未 来 を描 く き っ か け に し た い 」と 企 画 し た 。　
イ ベ ン ト が 開 催 さ れ る

の は 、 徳 地 地 域 交 流 セ ンタ ー 島 地 分 館 の 隣 に 立 地す る 旧 野 村 鍬 屋 と 花 尾 八幡 宮 と を 結 ぶ 約 ５ ０ ０㍍ 。 メ イ ン 会 場 は 旧 案 野酒 場 に 設 け ら れ 、 和 紙 や木 製 の 作 品 を 制 作 で き る
「 主 屋 で ワ ー ク シ ョ ッ

プ 」  （ ６ 講 座 ） や 、  「 Ｂ ＡＲ な か や 」  （

1 3日 午 後 ３

時 〜 ）  、  「 夜 の 酒 蔵 ジ ャ ズコ ン サ ー ト 」  （ 同 午 後 ６時 半 〜 ） 等 の 催 し が ある 。 さ ら に 、 花 尾 八 幡 宮
（ 人 形 劇 の 上 演

：

同 午 後

５ 時 〜 ）  、 旧 岩 江 履 物 店（ パ ン 販 売 ）  、 旧 野 村 鍬 屋（ 居 酒 屋 ）  、 旧 井 上 盛 栄 堂（ 盆 栽 展 示 即 売 ）  、 旧 岩 崎商 店 （ 徳 地 和 紙 販 売 ） など が 、 展 示 ・ 飲 食 ・ 物 販等 の 会 場 に 。　

1 3日 夜 は 、 地 域 の 人 た

ち が 造 っ た 竹 灯 籠 が 花 尾

　

1 3日

（ 日 ）  と

1 4
日

（月 ・祝）に 、 山口 市 徳地 の 島地 地 域で 「 これ か らの 島 地市 」 が初 開 催され

八 幡 宮 や 道 路 脇 に 並 べ られ 、 灯 り の 演 出 が さ れる 。 ま た 、 予 約 不 要 の
「 徳 地 の 奇 兵 隊 ツ ア ー 」（

1 3日 午 後 １ 時 半 に 花 尾

八 幡 宮 集 合 ） と 「 東 大 寺再 建 ツ ア ー 」  （

1 4日 午 前

1 0時 に 月 輪 寺 薬 師 堂 駐 車
場 集 合 ） も 催 行 さ れ る 。

る 。 主 催 は 山 口 観 光 コ ンベ ン シ ョ ン 協 会 徳 地 支 部
（

０ ８ ０

－

２ ９ １ ６

－

８ ８ ７ ８ ）  。 時 間 は 、 初日 が 午 前

1 1時 か ら 午 後 ９

時 ま で で 、 ２ 日 目 は 午 前
1 0時 か ら 午 後 ２ 時 ま で 。

　
島 地 商 店 街 は 、 か つ て

は 繁 華 街 と し て 栄 え て いた 。 だ が 、 昭 和

4 0年 代 以

降 は 衰 退 。 そ の 一 方 で 、昭 和

3 0年 代 の 面 影 が 今 も

と ど め ら れ て い る 魅 力 的な エ リ ア で も あ る 。 そ こで 同 支 部 が 「 島 地 商 店 街

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 美 術 ギ ャ ラ リ ー ︼

1 0日

︵ 木 ︶  ~

1 4日 ︵ 月 ・ 祝 ︶  :

美 術 絵 画 ・ 工 芸 逸 品 展

「 こ れ か ら の 島 地 市 」 初 開 催
レ ト ロ な 徳 地 ・ 島 地 商 店 街 を 舞 台 に

1 3・

1 4日
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ぶ ど う の 木 代 表　 　 　 　 　 　 　

中 村

　
佳 恵

　
昔 、 は ち み つ 色 の 長 い 髪

を し た 美 し い 娘 が 、 働 き もの の か じ 屋 の 若 者 と 結 婚 の約 束 を か わ し て い ま し た 。　
あ る 日 娘 は 、 き の こ を と

っ て 若 者 に 届 け よ う と 思 い近 く の 林 へ 出 か け て い き まし た 。　
と こ ろ が 、 ど ん な に さ が

し て も 、 き の こ は ひ と つ もあ り ま せ ん 。 と う と う 父 親か ら 「 行 っ て は い け な い 」と と め ら れ て い た 深 い 森 の中 へ 入 っ て い き ま し た 。　
そ こ で 出 会 っ た の は 、 お

そ ろ し い お に ば ば 。 お に ばば は 娘 を は ち み つ 色 の 馬 に変 え 、 自 分 の す み か へ と つれ て い っ て し ま っ た の です 。

も そ の 一 つ で 、 ウ ク ラ イ ナに 伝 わ る 昔 話 で す 。　
絵 を 描 い た の は キ ー ウ 在

住 の 画 家 。 家 の 中 の 様 子 やか じ 屋 の 仕 事 場 、 刺 し ゅ うを 施 し た 民 族 衣 装 な ど が 細か く 描 い て あ り 、 昔 話 の 背景 に 広 が る こ の 国 の 文 化 を味 わ う こ と が で き ま す 。　
見 開 き い っ ぱ い に 描 か れ

た 結 婚 式 の 場 面 か ら は 、 楽師 の 奏 で る 音 楽 が 聞 こ え てく る よ う な 気 が し ま す 。 　
魔 法 の 力 で 仲 を ひ き さ か

れ た 二 人 が 、 知 恵 と 勇 気 によ っ て 最 後 は め で た く 結 ばれ る 、 と い う 筋 の 昔 話 は 世界 各 地 に あ り ま す が 、 こ れ

福 音 館 書 店
作 ： 小 風 　 さ ち
絵 ： オ リ ガ ・ ヤ ク ト ー ヴ ィ チ 

は ち み つ い ろ の
う ま
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「 令 和 ６ 年 能 登 半 島 地 震 及 び 能 登豪 雨 災 害 募 金 」  ご 協 力 を お 願 い し ま す　
「 令 和 ６ 年 ９ 月 能 登 豪 雨 災 害 」 で 被 災 さ れ た 皆 さ ま に 心 よ り お

見 舞 い 申 し 上 げ ま す 。　
コ ー プ や ま ぐ ち で は 、 こ の 度 の 豪 雨 災 害 と 、 現 在 も 復 興 途 中

で あ る 「 令 和 ６ 年 能 登 半 島 地 震 」 の 被 災 地 に 対 し 、 被 災 者 の くら し の 再 建 と 、 現 地 の 復 興 活 動 を 支 援 す る た め 、 組 合 員 の 皆 さま へ 募 金 を 呼 び か け ま す 。　
集 ま っ た 募 金 は 、 日 本 生 協 連 や 日 本 赤 十 字 社 等 を 通 じ て 被 災

地 へ お 届 け し ま す 。 皆 さ ま の ご 協 力 を よ ろ し く お 願 い い た し ます 。

【 募 金 名 称 】  「 令 和 ６ 年 能 登 半 島 地 震 及 び 能 登 豪 雨 災 害 募 金 」

こ こ と 小 郡 店（ 山 口 市 小 郡 大 正 町

1 5番 １ 号 ）

こ こ と い ず み 店（ 山 口 市 泉 町 ９ 番 １号 ）

こ こ と ど う も ん 店（ 山 口 市 道 場 門 前 １
丁 目 １ 番

1 8号 ）

【 店 舗 で の 募 金 】
● 期 間

:
２ ０ ２ ４ 年

1 0月 １ 日  （ 火 ）  〜

3 1日  （ 木 ）

● 募 金 方 法

:
こ こ と 各 店 に 募 金 箱 を 設 置 し ま す 。

【 宅 配 で の 募 金 】
●

1 0月 ３ 回 （

1 0月 ７ 日 〜 提 出 ） か ら

 

1 1月 ３ 回 （

1 1月

1 1日 〜 提 出 ） の こ こ

く る 注 文 書 裏 の フ リ ー 記 入 欄 で 、 一 口 １ ０ ０ 円 で 申 し 込 め ま す 。　
◎ 申 込 番 号 ２ ０ ０ ０ 番

　
◎ 数 量  〈 １ 〉  を ご 記 入 い た だ く と 一 口 １ ０ ０ 円 の 募 金 に な り ま す 。

　 　

　 （ 例

:
〈 ５ 〉  記 入 で ５ ０ ０ 円 ）

　
◎ 「 こ こ く る 注 文 書 」 の 他 に も 、  「 コ ー プ ア プ リ （ ｅ ふ れ ん ず ）  」 で も

　
お 申 し 込 み い た だ け ま す 。

【 ご 確 認 く だ さ い 】
　
※ 宅 配 で 申 し 込 み さ れ た 方 は 商 品 お 届 け 表 兼 請 求 書 に 「 募 金 」 と 表 示

　
し 、 商 品 代 金 と 一 緒 に 口 座 振 替 を し ま す 。

　

　
※ こ の 募 金 は 所 得 税 の 寄 付 金 控 除 の 対 象 に な り ま せ ん 。

　
※ 今 回 の 緊 急 募 金 の 報 告 は 、 後 日 広 報 物 等 で 報 告 さ せ て い た だ き ま す 。

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。

催
　 　

し
次 回 は 1 0 月 1 6 日 掲 載

︻ パ イ プ オ ル ガ ン メ デ ィテ ー シ ョ ン ︼

1 0月

2 0日

（ 日 ）

1 4時
　
サ ビ エ ル 記 念

聖 堂

　
オ ル ガ ン 池 村 信 代

　
サ ッ ク ス 山 下 雅 也 （ 献

金 ）

☎
０ ８ ３

－

９ ２ ０

－

１ ５ ４ ９︻ む か し な つ か し お 手 玉会

2 0周 年 記 念 ︼

1 0月

1 9日

（ 土 ）

1 4時 〜

1 5時 。 山 口 県

児 童 セ ン タ ー （ 維 新 公 園内 ） 二 階 。 参 加 無 料 、 予約 不 要 。 お 手 玉 の プ レ ゼン ト あ り 。

コ ン サ ー ト


